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章では、研究方法として、Rothman と Thomas（1994）が提唱したD&D（Design and Development）
の修正版であるM-D&D（芝野 2002）を用いる意義を説明しながら、本方法を構成するフェーズの手
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と考える。木村氏には、このことを今後の取り組むべき課題に含めていただくよう要望する。
以上、審査結果の要旨を説明したが、木村容子氏の論文は博士学位〔人間福祉〕申請論文としての水準
に達しており、博士学位の授与に値するものと判断する。
【T：】Edianserver/関西学院/博士学位論文/第50集/
木村容子  校
− 142 −
